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遍歴反強磁性体 BaMn2Pn2 (Pn  = As, Sb, Bi)の
異常な巨大磁気抵抗効果







BaMn2Pn2（Pn = As, Sb, Bi）もその一つであり，図1に示
すようにMn2+（S = 5/2）サイトの磁気モーメントがチェッ
カーボード型に配列した，いわゆるG型の反強磁性秩序（ネ
ール温度はPn = As, Sb, BiでそれぞれTN = 625, 443, 400 
K）を示す [1-3]。従って，BaMn2Pn2では空間反転対称性
（Space Inversion Symmetry : SI）と時間反転対称性（Time 









BaMn2Pn2の単結晶試料は，Pn = Asでは MnAsを，Pn = Sb, Biでは過剰なニクトゲン原材料を
用いた自己フラックス法により合成された [8-10]。構造解析と化学分析はそれぞれX線回折（XRD）
とエネルギー分散型X線分析（EDX）で行い，ほぼ化学量論比組成の単結晶試料であることを確認


































































本研究ではPT対称性を有する遍歴反強磁体のMnニクタイドBaMn2Pn2（Pn = As, Sb, Bi）の
強磁場輸送現象について調べた。本物質群では，低温で正から負へと変化する磁場誘起リエント
ラント金属化による巨大磁気抵抗が観測された。この磁気抵抗は従来の物質では報告されていな
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